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   The reliability of measurement of urinary TPA using a Prolifigen TPA kit (Sangtec, Sweden) 
was investigated, and an improved method for stabilizing TPA was tested. Samples were 
filtrated with a cellulose nitrate membrane filter to remove impurities as a possible cause of a 
high false positive rate which has been a problem in urinary TPA measurement. Serum TPA and 
Tween 40-treated urinary TPA was not adsorbed by the filter, whereas TPA in the non-treated 
urine showed a marked affinity to the filter. This shows the instability of TPA in the original 
urine, and the impropriety of filtration as a measure of purification of urine samples. 
   The dilution test of urine and the standard TPA, and the recovery test of the standard TPA 
added to 6 different urine samples showed reasonable results only when the samples were treated 
with Tween 40; otherwise the values were lower than expected. 
   Thirty-four spot urine samples were tested to examine the change in TPA value during the 
storage for 24 hours. TPA values decreased when urine was stored at room temperature, but 
this change was prevented by treatment of urine with Tween 40. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 217-223, 1989)




が認められて きてお り,多 くの臨床応用の成績が 報




































1)フ ィル タ ー処理 に よる効 果
不 純 物 除 去 の 目的 で,25例 の 尿 を フィ ル タ ー で 濾
過 した とこ ろ,濾 過 前TPA値 は335.o±216.2u/1
(Mean±SD)であ った が,濾 過 後 に は153.0±168.8
u/1とな り,濾 過 に よる著 明 な 測 定 値 の 低 下 が み ら
れ,こ れ は す べ て の検 体 にお いて そ の傾 向 がみ られ た






















次に,尿 のTween40処理に よって得 られた測定
値の信頼性について,希 釈試験および添加回収試験に













































































































































































































す なわ ちFig.7に 示 す ご と く尿 を 遠 沈 し,そ の上 清
をTween40処 理 群 と非 処 理 群 に 分 け,さ らに 各 群
を 室 温,あ る い は 一20℃ で24時間保 存 す る2群 に分
類 した.ま た,Tween40非 処 理 群 で室 温 保 存 した も
の に つ い て は,測 定 直 前 にTween40処 理 を した も
の と しな い ものに 分 け,各 群 の 測 定値 を 比 較 した.そ
の結 果,Tween40処 理 を 行 っ た群 では,24時 間 凍 結
保存 群(A)で158.1±224.9u/1.室温 保 存 群(B)
で153.5±215.5u/1と両 群間 に差 を 認 め な か った.
他方,Tween40非 処 理 群 で は,凍 結 保 存 群(E)に
お い て123.2±157.5U/1で有 意 の 低 値 を示 し,さ ら
に 室 温 保 存 群(D)で はlo4.9±142.Iu/lとな り,
凍結 保 存 群(E)に 比 して もさ らに有 意 の低 下 を 示 し
た.
しか しな が ら,Twccn40非処 理 の ま ま24時間 室 温
放 置 したD群 に 対 し,測 定直 前Tween40処 理 を 施
行 した と ころ,146.8±199。5u/lとな り,あ らか じめ
Tween40処理 を行 って お いた 群 に ほ ぼ近 い測 定 値 を
示 した.
考 察
Tissuepolypeptideantigenは腫 瘍 細 胞 か ら検 出
され た 蛋 白 で,1957年にBjorklundら1-3)セこよ って
報告 され た.現 在 これ に は3種 類 の サ ブ ユ ニ ッ トが知
られ て お り,そ の 分 子 量 は それ ぞれ43,000,30,000,
17,000と報 告 され て い るが4),通常 は これ らが 互 い に
凝 集 し合 って 大 きな 分 子 を形 成 して い る もの と され て
い る5・6).TPA測定 に は,以 前 は赤 血 球 凝 集 反 応 が 用
い られ て いた が7),現在 で はPIAキ ッ トを 用 い た簡
便 な方 法 が 用 い られ,そ の基 礎 的6・8-11),および 臨床
的9-16)検討 が 成 され つ つ あ る.し か し な が ら,TPA
測定 に おけ る基 礎 的 検討 の 多 くは血 清TPAに 関 す る
もの で あ り9-12),尿中TPAに 関す る も のは ほ とん ど
み られ ない のが 現 状 で あ る.尿 中TPAの 正 常 値 に つ
い て み て も,坂 上 ら13)は125u/1,Kumarら14)は85
U/1,辻橋 ら15)は430U/1,藤氷 ら16)は244U/1と報
告 者 間 で差 が み られ る.こ の よ うな差 を生 じる原 因 と
して,1)現 在 の測 定 キ ッ トは,本 来 血 清TPA測 定
用 に 開 発 され た もの で あ り,尿 を検 体 と して 用 いた 時
の 安 定 性 に は 問 題 が 残 され て い る こ と,2)尿 自体 の
不 安 定 性 お よび 多 様 性 に基 づ く測 定 値 の変 動,3)検
体 の採 取 あ る いは 保 存 の 条 件 の 相違 な どが 考 え られ る.
測 定 キ ッ ト自体 に 関 して は,血 清 を 用 いた 諸 報 告 で




されている.し か しながら,長 田ら且o)によれば,血































































1)尿中TPAは 血清TPAと 異な り,血清TPA
と同じ従来の測定法では,正 しい値を示さないと思わ
れた.
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